



























坑・流路などの遺構が検出され、土師器や須恵器などの土器類が出土した。遺物のなかには包含層から出土した須恵器坏身の高台の付いた低部の破片があり、外底面 墨書が記されており、 「天福来」と釈読されている （図
（） 。
墨書は鮮明で、三字めの第二画と第三画は繋がっており、一筆で記された異体字とみられるが 本論では「来」 表記 て論を進めていく。　
この須恵器は包含層出土のため遺構による年代の推定はできないが、型式















墨書土器の示す時期にも集落址であったとみられ、時期的にも地理的にも近接した遺跡としては辻遺跡 （栗東市）や手原遺跡などが知られ 。とくに手原遺跡は周辺の栗太郡条里地割とは異なる正南北方向地割が遺存し、東海道等の幹道に沿う交通の要衝 位置し、寺院址と関連 とみられる瓦や官衙遺跡であることを示す石帯などが出土しており、奈良時代後半に 官衙的機能をも ていたと考えられている。また、近隣にある岡遺跡 （栗東市）は奈良時代の郡衙と想定されている。こ ような周辺の遺跡の様相か 、高野遺跡から出土した墨書土器に二次的な移動があるとしても、官衙遺跡やその周辺に所在する関連遺跡 の関係が想定される。　
高野遺跡から出土した「天福来」墨書土器は包含層からの出土ではあるが、残存状態から器種や型式が明らか
















































上記の「天」 「福」字墨書土器の出土遺跡のうち、 浦添グスクの他は鎌倉時代以降とみられるが その他の例から、
古代において吉祥語は東北から九州までに及んでいたことが知られる。　「天福」の語が記された墨書土器は管見の限りでは高野遺跡の一例しかないが、出土文字資料の集中的な出土が知られる平城京以外で、年号に含まれる場合や仏典関係の文字など 除いた出土例としては「天」字を含む語や文章が記された墨書土器は類例が少ない。その例としては、 「及者天大□」 （森坂北遺跡・埼玉県入間市・九世紀）（（
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） 、 「天上」 （雀居遺跡包含層土師器坏・福岡市・一〇世紀
）（（
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り、ここで 陰陽道の語句としての「天福」は吉祥語として、 「福慶」の類語 して用いられてい 。　
この他に参考資料としては目代という職にあった人名としての「天福」は前六供遺跡三号井戸 （群馬県新田郡





時期的には下るが、 「天福」の語の使用法が具体的に知られる文書として、久安元年 （一一四五） の「由原宮宮

























たのである。 「天福」墨書土器は時期的 はこの改元記事を三〇〇年以上さかのぼるが、鎌倉時代における宮廷人たち 経書とその注釈書にみえる吉祥語の政治的利用を示している。　
この改元記事を参考として、ここで改めて中国古典にみえる「天福」の をみ みると、まず、 『列子』には









また、 『墨子』法儀には「昔の聖王禹湯文武は天下の百姓を兼愛し、率いてもって天を尊び、鬼 事 （つか） え、



















































































たことが判明した。検出遺構としては溝や掘立柱建物があり、土師器を主体とした出土遺物とあわせて、浄水寺は時期的には九世紀後半に成立したと考えられる。その主たる根拠は溝などから大量に した墨書土器のなかに「浄水寺」 記された資料が多数認めら る点にある。出土遺物には銅三鈷鐃、銅鉢、金銅荘厳具、金銅軸端僧形木像、僧形板絵、板塔婆など 仏教関係遺物やその他には仏像・法具 （三鈷杵 ） 塔婆などの仏教的図像を墨書で描いた戯画土器などが出土しており、これ は寺院址であることの証左となっている。そ 他の出土遺物では越州窯青磁・長沙窯水注や刀装具である兜金の他に鳳凰形装飾などの金属製品などが出土しており これらの出土によって、報告書では平安時代の浄水寺が有力な地方の在庁官人 よって庇護のもとに成立 た山間寺院
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う意味で用いられており、これらの資料は九世紀から一〇世紀頃に属し、かつ広い地域にわたって散在することから、平安時代には生活文化のなかで広範囲に流布していたことがわかる。加えて、遺跡の種類も集落遺跡だけでなく、窯址でも出土しているこ から、生活および生産 次元で吉祥語が浸透していたと考えられる。のみならず、その背景となる吉祥語の文化やその典故となる知識や教養の展開があることを示し いる。　
吉祥句は中国では吉祥語と呼ばれるが その事例は文献・金石文などの出土文字資料ともに先秦時代にまでさ





































このように「天福」の語が含まれる吉祥語は経書や諸子 頻出し、たんなる吉兆という みならず、礼 その
祭儀の関係のなかで意味を有 こ がわかる。これらの点からも吉祥語とその背景となる思想は漢字文化の基盤を形成している要素 あることがわかる。　
これらが記された墨書土器のなかで、とくに地方の集落遺跡等では「冨」 吉 「福」 「万」など 一字のみが


















































てを漢礼として中国に由来するものと断ず ことは妥当ではないが、そのような要素を含むこと 当然想定される。そして、これはさき ふれた地方や在地における中国古典に基づく知識と教養の広がりとも関連すると考えられ
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れた「冨来」 「福来」 「□福来見」などを取り上げ これらが九世紀から一〇世紀頃には集落遺跡や窯址などで出土することを示し、こ 時期には吉祥語が広い地域にわ って用いられていることから、平安時代 は生活文化として広範囲に流布 ていたことを明らかにした。あわせて、 「天福」 ような吉祥語は経書や諸子などの中国古典に頻出し、 んなる吉兆というのみな ず、礼やその祭儀の関係のなかで意味をもつことを示し、吉祥語と
墨書土器の吉祥語と史的背景
15
その背景となる思想は漢字文化の基盤を形成している要素であることにふれ、吉祥語を記した墨書土器の出土が地方や在地社会における中国古典に基づく知識と教養の浸透を示すと理解した。あわせて、奈良・平安時代 史料にみえる福と吉祥 関連する記載によって禍福を案じ、福を求める民衆の習俗を示し、吉祥語の記された墨書土器の背景として在地における中国古典 基づく知識と教養の広がり 想定した。　
以上のように本論では「天福来」の語を媒介として、吉祥語とその背後にある文化史的環境を考察した。冒頭


































































・ 「以三月十六日天福十八□ （ 〔日ヵ〕 ） 天福＼四月九日［
　




























 右、件桑為奉継毎年御放生会物□也、大菩薩由原御山依往昔縁、令居住已来、隨院清宝前近仕、経数代次第輩也、爰案倩事情、 非官長殿御命令者、 天福皆来、 地福円満、 所望可有哉、 仍為蒙裁定、 注子細言上如件、 以解。 （後略）
　　　　　














































李養正「 《老子想爾注》与五斗米道」 （ 『道協会刊』一九八三年第二期） 〔中国語文献〕
　　
麥谷邦夫「 『老子想爾注』について」 （ 『東方学報』五七、一九八五年）
　　
大淵忍爾「老子想爾注の成立」 「続老子想爾注の成立」 「 斗米道の教法について─」 『初期の道教』 （創文社、一九九一年） 〔初出は一九六六・一九六七年〕
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那須国造碑」 『日本古代金石文の研究』 （岩波書店、二〇〇四年） 初出は二〇〇二年
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